
 

900人が参加し、第 49回埼玉県消費者大会が開催されました 
 

10月 10日(木)、埼玉会館にて、全体会に 900人が参加し、｢つながろう ふみだそう 平和で公生な

社会に向けて｣をスローガンに、第 49回埼玉県消費者大会が開催されました 

 

 

■オープニング  

♪みんなで歌う「花は咲く」 

（NHK東北大震災復興支援ソング） 

指揮を埼玉合唱団の渡辺陽子さんがつとめ、実

行委員会有志メンバーが、壇上で会場の皆さんを

リードし、和やかなオープニングになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大会実行委員長挨拶 

第 49回埼玉県消費者大会実行委員会を代表し

て、加藤ユリ実行委員長が挨拶しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤実行委員長は、「第 49回埼玉県消費者大会

への多くのご参加、上田知事お忙しい中のご出席、

ありがとうございます。27 の実行委員団体が大

会スローガンのもと、話し合いを重ね、この消費

者大会を開くことができました。２回のプレ学習

会では、TPPや日本の食の安全の、事の本質を知 

ることができました。いま、消費税が上がること

や子どもたちの未来、医療費や介護保険などの負 

 

担増、福島の原発事故は汚染水流出問題など、

様々な問題や不安が大きくなっています。TPP交

渉の会合も私たちの願いと大きくかけ離れた方

向に進もうとしている事態に唖然とします。基調

報告の中には、平和なくして公正で安心した暮ら

しはできない、とあります。憲法を学び、平和の

取り組みを強めることは非常に大切です。消費者

行政活性化基金活用の県内消費者団体の交流会

には、多くの消費者団体や行政の参加で成功させ

てきました。その中から消費者団体と市町村行政

との懇談も行われています。一歩一歩ですが草の

根から私たち市民の声を届けていくことが大切

ではないでしょうか。皆さんの日々の活動に期待

し、今日の消費者大会をみんなで学び交流し成功

させていきたいと思います」と力強く述べました。 

 

■来賓挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来賓の上田清司埼玉県知事より「今大会が多く

の皆様のご参加の中で行われることをありがた

く嬉しく思います。皆様には、日頃消費者問題、

食の安全など、各分野でご尽力をいただいていま

すこと、あらためて感謝申し上げます。埼玉県の

詐欺事件のうち、３分の１は 65歳以上の高齢者

の被害です。この５年ほどで消費者相談窓口が各

市町村で週４日以上開設できるようになりまし

たが、残念ながら、窓口を知らない方が多い。 

 

 

 



 

ご参会の皆様に各分野のネットワークでこの

ことをお伝えいただければ、事件は更に減るので

はないかと思います。24 年度の県内の悪質事業

者に対する処分件数は７都道府県の中で最も多

い。新たな手口の事象に対し、我々はそれ以上の

技術や知識を学ばなければならないと思います。 

分科会ではそれぞれの分野で新しい知識を学ば

れて、それを消費生活の中で生かして頂きたいと、

心からお願いするところです。今大会を機にさら

にこの連絡会、またそれぞれの会の皆様が、より

一層大きな成果をあげられますよう心からご祈

念ご期待申しあげます」と挨拶いただきました。 

 

■基調報告と埼玉県への要請書の提案 

岩岡宏保事務局長が第 49回埼玉県消費者大会

の基調報告と埼玉県への要請書の提案に立ちま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩岡事務局長は大会基調報告として、「消費者

運動は、『私たちのいのちとくらしは、私たちの

手で守ろう』という意思を束ねた取り組みの積み

重ねであり、憲法にうたわれている「平和」「基

本的人権」「生存権」などを大切にする「憲法を

活かす」取り組みとも言えると思います。」と述

べ、世界の枠組みの大きな変化や高齢化、貧困化、

格差拡大などが進み不安が増す状況のなかで、公

正で安心したくらしの実現に向けて、食の安全・

安心は、引き続き、消費者の第一の願いであるこ

と、復興支援を継続し、多くの国民の願いである

原発のない社会を実現すること、省エネも創エネ 

も、目標を持って更なる推進をすすめていくこと、

消費者被害の防止に向け一層の消費者行政充実

を求めていくこと等、みんなで取り組んでいくこ

とを提案し、「協働によって平和で公正な社会の 

 

実現を」と呼びかけました。あわせて 31項目の

県への要請が提案し拍手で確認されました。 

 

■■記念講演  

上野 千鶴子さん(社会学者・東京大学名誉教授)

が｢みんなおひとりさま｣～いまから考えよう！

より良い人生を送るために～と題して講演され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大会アピール採択 

 埼玉県消費生活コンサルタントの会の小島裕

子さんより提案され、参加者の拍手で確認されま

した。 

 

 
 

＊第 49回埼玉県消費者大会アピールはこちら 

  

 

 

 

 

 

 

 



学習意欲に満ちて、５つの分科会に 500名が参加しました 

第 49回埼玉県消費者大会・分科会 
 

 午後の分科会は、埼玉会館小ホールと各会議室の５つの会場で開かれ、全体で約 500人が参加しまし

た。助言者の報告、各団体の取り組みや事例報告、参加者の意見交流、質疑がおこなわれ、それぞれ課

題を深めました。 

 

＜第１分科会：食＞ １５３人参加 

 

 

 

 

 

 

＜第２分科会：医療・社会保障＞ １３２人参加 

 

 

 

 

 

 

 

＜第３分科会：消費者問題＞ ８３人参加 

 

 

 

 

 

 

 

＜第４分科会：くらしと経済＞ ６６人参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第５分科会：教育・子育て＞ ５４人参加 

 

 

 

 

食の今を考える～その情報は…？～ 

助言者 大村 美香さん 

（朝日新聞 生活グループ編集委員） 

どうなるの！これからの医療・介護 

助言者  増永 哲士さん  

（医療生協さいたま生活協同組合 理事） 

安心して暮らせるために～甘い言葉にだまされない～ 

助言者 消費者庁 消費者政策課 後藤 隆昭さん 

助言者 松岡 昭任さん 

（公益社団法人全国有料老人ホーム協会参与） 

 

いま、私たちのくらしは！？ 

～構造改革のゆくえを考える～ 

助言者 山家 悠紀夫さん（暮らしと経済研究室） 

報告者 藤田 孝典さん 

（NPO法人ほっとプラス代表理事） 
 

大丈夫？うちの子 

～もう一歩、親が視野を広げるために～ 

助言者  白鳥 勲さん  

（さいたま教育文化研究所 副所長） 

 

 

 

 

 

 


